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1998年７月17日にニューギニア島北岸シッサノ沖で発生した地調とその直後の津波のメカニズムを解明するため，1999年１月2～

12日の間．ｉ洋科学技術センターの深海喟豊町究船「かいれい」を用い．精密地彫銅壷を中心とする地球物理飼査及びピストンコア

採咄による海底地質調査を爽施した．また，1999 年 ２月21 ～26 日に かけて．Ｓ齒探査機「ドルフィンー３Ｋ」及び支援毋舳「なつし

ま」により，海底目視罎察調査を行った．海底地彫調査の粘擢．土砂の崩落琅や断層などの物蔭的な地彫がシッサノ沖に存在すること

を略認するとともに．シッサノに遠する２本の海臨谷の存在を略蒭した．目視観察結果では．シッサノ沖に当たる2 ’ 51S､142 ° 151E

を中 心とする字徑約馳ａ の範囲内に．翻面上に東西方向に筏く篇鮮な地#lft. 斜 面の崩落. 化学合成生拘俳集が暄認された．以上の結

果．この範囲内で起こった釶碵変動が原因となって津波が発生し．こねが海岸に近接する海底谷に沿って極度に増臨したことが. 今回

の事象の原因であることが明らかとなった．

キーワード:1998年パプアニューギニア津波．地震断層．海底地辷り，化学合成生物群集

Precise Topographic  and  Geological Surveys off Sissano,

Northern  Papua  New  Guinea  - Preliminary Results

Takeshi MATSUMOTO  ■1 David R. TAPPIN Lawrence  ANTON  *!

Keiih A. W. CROOK  *' Peter HILL"5 Yo IWABUCHI  ■<

Tosliiya KANAMATSU'1  Kazuyuki KURATOMI  *' Yves LAFOY  *8

Wilfred LUS Yosliiliiro MATSUMOTO  * 4 Masaslii MATSUYAMA*  10

Mathew  MOIHOI  *3 Yosh.kane MURAKAMI  * " Gary McMURTRY  * 4

MamoruNAKAMURA  "1 Kenji SATAKE"  i! YoshinobuTSUJI * "

John Patrick WALSH  II ' 13 Philip WATTS  * M Harry YEH"1

Tohru KODBRA"15  Masayuki TOIZUMI  "15 Hiioyasu SAlTAKE*11

Toshikalsu SUGAWARA*  "Kaisunori SAGiSHIMA  * 16

The  Si$iano  Lagoon.  northern  coast of fcipun New  Guinea  suffered /rocn a M?  I earthquake  and  aftershock events which  occurred  on July I?.

1998  A  1a^c*walc  tsunami  also occurred just after the earthquakes and  more  than 2.000 people were  killed due to Uw  runupofthetsunami  m  this area

KR9S-13  Cruise by  the R≪s≪rclt Vfcssct KA1REI  and  KR9M)2  Cruise by Ific Research  Vfcssel NATSUSHIMAand  ROV  DOKPHIN-3K  w≪≪ carried

out  in January  and February. respcaivciy. in 1999  off the north coast of Papua ftov Guinea. 1 he>e cruises were  focused  on looting  possible setsmic

faults andtor  undenvater  landslides as the sourcc  of tsunami. P/eci$c  baihymctric  survey by use OFSEABKAM2112  and  oilier geophysical surveys

I  bottom  reflectivity, sut>-bouom  profiling, surface ship gravity find gccmajuciio  surveys) were carried cut and 4 piston co≪c sainol1-*R were eolleetcd

during  the cru isc Topographic  mapping  off Si$$≫no. in the nrea of 200km  i,| -W>  and  120km  (N-S). was  coiNpleted after 'lie 9 days' survey
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The  study area is characterised  by enormous  amount  of fan sediment  supply  from  iissano  Lagoon.  deep-sea  ean>ons  on  (he stelf <uc≫shaped

ilump and offshore strike-slip faults. Straight small-scale submarine eanyons and valleys arc eroding the shelf slope. The meandering canyon is

located  on  ihcold  shelf to the north of Aitapc Topcgraphie  ftacurcs eaused  by landslides are recognised  at numerous  sites of the study  area Most  of

them  are old. and  (he most  recent ＼$ loeated 25km  iwnh'eay  off the Sissano  Lagoon  A  scries of fresh ≪n cehclon  cracks were  alio observed  on  the

slope  of the active area,
 which  suggests (hat either an eanhquakc  faulting or a large-scale landslide took place recently.

The  result of simplified numerical  modelling  of pjopaganon  of tsunami  by use of  the new  bathymctric  data shows  that the bottom  topographic

feature is gn important  faetor to amplify  the wave  and  to generate tl≪ fbcusseJ  tsunami  runup  which  oeeurred  in the SiS$ano Lagoon.  The  results of

modelling  also shows  that both earthquake  faulting and  underwater  landslide should  be taken into account  as possible origins of the tsunami

Key  words:  1993  Papua  New  Guinea  Tsunami,  earthquake  fault, underwater  landslide, chcinosymhetic  community



図１　糾査沌域図

１ ． は じ め に

ニ ュ ー ギ ニ ア 島 北 岸 シ ッ サ ノ の 沖 ４１ １ ）で199S 年 ？

月17 日18 時49 分 （ 一 現 地 時 間 ． 日 本 町 閧17 時419 分.

ＵＴＣ ８ 畤49 分 ）に Ｍ７.1 の 地 讖 が 発 生 し 、ま た そ の 直 後

に 大 規 模 なill 被 が 発 生 し た､ こ の 津 破 の 岐 害 は 甚 大 で あ

り 、正 確 な 被 災 者 数 は 今 な お 不 明 で あ る が ．最 終 的 に は

2,200 人 程 纜 と 言 わ れ て い る ．

本 震 に つ い て の 震 源 位 置 及 び メ カ ニ ズ ム 解 に つ い て

は ．東 京 大 学 地 震 研 究 所 ． 米 ハ ー バ ー ド 大 学. 米 国 地 質

調 査 所 の ３ 槻 関 に よ り 独 立 に 求 め ら れ た. そ の 位 置 闃 係

を 図 ２ に 、ま た そ れ ら の メ カ ニ ズ ム 解 を 図 ３ に 示 す ．震

央 を 見 る 限 り に お い て は 、 南 緯 ２ ° ． 東 経142 ° を 中 心

と し て 相 当 ば ら つ い て お り､ 未 国 地 質 調 査 所 に よ る 解 は

陸 上 に 求 め ら れ て い る ．

本fF 津 波 発 生 直 後､ 京 都 大 学 防 災 研 究 所 の 河 田 恵 昭 教

授 を 団 長 と す る 計 ７ 名 に よ る 「炎 発 災 害 調 査 班 」が 構 成

さ れ 、被 災 約 ２ 迎 間 後 の7 月30 日 に 出 兄 し 、 現 地 で 約 １

遇 間 に 濆 る 詳 細 な 津 波 飼 査 が 行 わ れ た

（hllp;yyw ｗｗ.ls ●nami-ci ｖil.lohok ｕ-ａｃ･jpyhok ｕs112y ｎｅｗs/

ＰＮＧ,hlm 】参 照 ）．

Ｍ２　３覦|旬によ|〕ぶめらjlた1998sF7 月17H シッ囎ノ沖地震震臾付微｡

●啝｣;(人字地4j哨究所朋:2.42S. 142.38E,深さ16.5k。

▲八‥り‥卜人学解:2.785-, 142.S7E.深さ15.0km

・ 豕l hl地貿,刈食ji解:3.084S. I41.762R.深さ6km
1?



ｇ

よ り ）

図3（a） ハーバード大学によるメカニズム解

(hltP:かw ww.Is 哺anli.civil.t

図3（b） 米国地質調査所によるメカニズム解

図1　1 突発災害調査班」による絏災峨陸上調査の結墨哨めら才1たシッサノ君周辺での津波最大波高分li
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胃14はその結果の一部であり．シッサノ潟周辺での洙波

の高さ分布のal･測結果を示す. 図４の下半分には津波高

の計測地点が示され、また上半分にはその地点での測定

値が示されている．例えば．シッサノ潟での平均ill破高

は約10m であり、局所的 には15m を超えるところも見ら

れる． 一一方、・ 均沛波高が5m を越える範圖は面岸沿い

釣35km に限られている．こ の地震自体に|剄する解析結

果によると、マグニチュードは7.1 であり、標準的な地

癲迎動を仮定すると．|听剔面積は50km ｘ25km 程度、断

屑沿いの滑り詆は211 程暁となる．この断層運動から推

定される津波の波高は沿岸でもせいぜい２ｍ程度であり、

また沿岸でH! 波が観測される範囲は数十km に及ぶはず

であるため、図４に示す様な津波波高分布を説明するた

めには. その原因を地震断層以外に求めなければならな

い．このように、地震の規佼の割に腆古を受けた地域が

狭い範囲に限定されていることから地震に誘発された海

底地辷りの可能性が検討されていた．シッサノ汨の西側

にはアーノルド川が存在し､ 爾期には大ｌ の土砂が放出

されている．この点を考えると．本震の強い狐れが原因

となって海底の柔らかい堆積物が沖合の深い処へと滑り

落ちる．所圀而底地辷りが発生した可能性は高いと考え

られる．海底地辷りが発生すると．それに連動して画面

の低下が起こり．津波発生の原因となる．しかしその場

合でも. 海岸で の駁大波高を説明するためには相当大抵

の土砂の崩嬢を仮定しなければならず､ 果たして現突に

大j11の土砂の崩壊が 一時に起こるのか否か. 疑問視され

PapりａＮＩwGlma －ＳｖＫwg ，SQ159ぶm 2100

一

図５ 「かいれい」調査SOS･1 航海 における調査測線．▲はピス

トンコア採取点を示す

ていた．また．沿岸での津波波商の増幅が如何にして生

じるかについては．海而の変動過程と併せて海底地形の

関与などの要因についても考盧しなけれぱならないこと

が．併せて指鏑されていた．

海洋科学岐術センターは．ＳＯＦＡＣからの要請を受け

て.ＳＯＰＡＣとの共同研究により本津波峨の調査を行うこ

ととなった．今回地震・津波の起こった海域では過去に

lji密地形冽責等の系統的な調査研究はほとんど行われて

いなかったため．本研究においては．まず第一次調査と

図6　1 か いjlい1 測ａs ｏs-l航向lj よ･,)て 得ら冫1た沌噸地形

ＪＡＭＳＴＥＣ Ｊ．Ｄ俶卩 Sea Res..  15<1!1*1)
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図7　r かいれいj 調査SOS-1 航海によって11}られた海底地形のうち．シッサノ・ラグーン沖の部分を扛大したもの

して．「かいれい 」を派遭し，シーピー ム型盲 響測 深装1;l」

を 用い た精密海庇地 形調査を中 心とした地球物理 調査を

行った．調礎 行動中は ．地 形と併せ て，岷力・地磁気 扠

に つい て．その実態を解 明する こととした．また．その

結 果を もとに. 第 二次調 査として. 深 海探査機i ド ル フィ

ン３ＫＪ 及び支援 母船 「な つし ま」を 派遣し．海巌精 密

1111 調 査 を行 った．「ドル フィ ン３Ｋ 」訓査 では ．ｌ とし

て. 向 底地質糾査. 海 底変動状 況の確記, 試 料採 取を行っ

た．さらに，それら の鮎火をもとに 妝碵 シミュレ ー ショ

ンを11jい て 今1!11「の断層運 助ある いは 海底地 辷り の発住地

点の推定を,試みた．

２． 「かいれい亅 躓2"S0S-1 Cruise"

2.1　 調 査概要

今回の シッサ ノ・ラグー ンilll地 形 調 査の範囲は ．最終

的には ．東経141tg  10分 付 近からj43 度20 分 付 近まで，

南緯２度以 南の水深200m 以 深 の区1:jlと な った． 島に近

いと ころ では ，海岸 線から約5km 沖 の ところま で接近し

た.

,叫杳向城 での測線 を図 ５に 示す．剖線の向きは梅岸 線

にほぼ･F 行 な内 北叫･ 東111東力･向 とした. 測 線|司隅は, 測

深,11!S.4の 探 査鮨を 考慮してその荊度決め|♂（すごととした．

航ぷ巾l35nABnAM2112 装 砂Iこよる精 密海暖地 形･ 向 底

反剔強攻測定．岶 』:爭 力,;卜に よる･1リj 辿 雛 観測．磁力,11･

|こよ る地球磁JMlji.11を 常 時 行った．但し．刈査詢城では

SIII じ 油 木や木片が溜ま-j てい ることが多い ため．安全

を 考礎し･C･ 夕日 卜 ｙ磁 力,;|･S’よ るSI!j定 （ セン サ ‥ を

31jllln晧yJlｒlり鯡 し7j!lh 囘S;111,111 ～|| 沿「:」|に のみ 祐- ，

た．また．計|| 本の測線についてサプぶトムプロファイ

ラ（ｓＥＡＢＥＡＭ装置のサブボト 厶プロフフイラ機能）に

よる海底下表層JI狛構造を求め．その結製をもとに. 、i l･

･1箇li 墮j5 のＡ印）で 】omピ スト ンコアによる堆積物

採政を行った．

調査EI程は ﾄ 記゙の通りである．

｜／２　研究者乗船．１１畤マダン出港、調査而域に向

かう

｜／３　 シッサノ沖調査ｉ 域着．航走地球物理靦a!IH地

髟・ 爪力・地磁気調査）||ll始

１／･ｌ　 航走地球物111靦s!|続行

１／５　航走地球物j11靦s!II続ｔｉ

ｌ／６　航走地球物月llsI!j続行

１／ ア　サブポト ムプ［lフｙイラ調査(SEABEAM2I12

装置のサプボト ムプ囗フ７イ

ラ機能靤jll）

1 ／8　 ビスト ンコアによる堆積物採取（Ｐｃ･1, PC･2）､夜

I司航走地球物理観測続行

｜／９　ピ スト ンニ|アによる堆積物採取（Pc-3,Pc･4 ）､夜

間航走地球物珂観測続行

l ／10 航走地球物理覿剩続行

】／ll　 シッサノilll,凋査纃ｒ、調査海域発

｜／12　911 マダン人港．刪究 者 ﾄ 船゙

２．２　地形跼盗結果

結米としてi!1ら捫たjl査海峨令域の海底壞痞を図６に．

またぞの中で．ｼ 一戸ナノ・ラグーン沖1,二` 11たる部分を拡

人した.ものを図７に、そjl ぞれ.|こす．



●津波の被害の愚も大きかったシッサノ・ラグーンのあ

る 】42° 05"E付近の沖には. 柘30km にも達する櫑な扇状

地堆積物の浅瀬が2｛l～30km も沖に延びている．ここで

は土砂が陸上から淘に向かって活免に面的に供給されて

いるこ とが推定される．この士砂の高まりは. 沖合重ok齣

辺りまでは表面が滑らかであるのに、そこから沖では急

に斜面に直交方向の細い矍が幾重にも見られることが明

らかとな った. 表面の浸食が盛んになって堆禎物が滑り

落ちているのはその盞の現れるところから先と見られる．

その辺りで 勾配が急になっていることとも関係がある．

そしてその浅瀬の東端で等深線が鋭角に折ｔl曲がって陸

上に迫っており．海底の深まりがシッサノ・ラグーンの

方を向いている様な印象がある.

●シッサノ・ラグーンの東側には輻】krｌ程の海底谷があ

り．これは激しく蛇行している．この蛇行河川は掬岸に

まで達していると見られる.

●このほか．もっと小さいスケールの地形を見ても．島

棚斜面上に海底谷が無数にある様子で、島棚が溲蝕を受

けていると同時に．大小様々な規模の海底地辷りが頻繁

に起こっていることをうかがわせる.

●シッサノ・ラグーン沖の西側に当たる2 ’4（ys，141’

40-551E 付近、2 ’ 451s、 ）41° 5SE～142 ° Ｅ付近、311釧

に当たる2 ’ SO'S、 142° 10-15’Ｅ付近、3 ° s、】42’

lj-201E 付近に．それぞれ. 基盤が円形に、しかも陸佩に

向 かって凸をなす楪にえぐれた地形が見られた．それら

の円弧のia径は15~20fcm f2度である．それぞれ、沖に向

かって土砂が硫出してたまった様な痕が地形図から読み

取ることが出来る．今回の確認された上記４箇所のr 円

瓠濳り」痕のうち．シッサノ・ラグーンのある142" 05･E

付近の扇状地を塊に．丙側２個は古そうであり、東刺２

嶇は新しそうに見える.

●また、南緯２度47 分付近を東西に走る噺層崖も見ら

才1、これは地形の彫態から判断すると、左横ずれ断層と

な っている.

●朿から２冊目の「円弧渭り」の巾には水平規咬約Xok 。

の地形の高まりがある．この鵬まりの原因として．火山

起源であることも検討したが．地磁気測定の結果、磁気

異常がないことを考慮すると．火山性のものとは 考えら

れず､「円弧滑り」の結采生じた下而伽の商まりとも考え

られる.

●調査の最終段隅には．アイタペ沖よりも東に相当する

142.5～143‘ Ｅ沖の海岸に近い随囲の地形調査を行った．

この海域にも同本もの小規模な海底谷が走っており、陸

.llからｔ砂が供給されつつ浸蝕を受けている様子である．

表１　ピストンコア採取地点の位置．水深及び回収状況

List or KR98･13 Piston Ｃｏsg

２． ３　ピストンニ】アによる堆積物採取

本海峨でのピストンコア採取は．今|､･|海底地辷りを起

こした･lf能性のある処で試料を収り．表層に乱泥随があ

るか否かを確認するとともに、その場liでの遇去の乱泥

滷の111能詫を確認するために行うものである．位置、水

深及び剛収状況を表ｌに示す．また採l牘試料の記i嘯結果

を|測８に示す．明らかな表層の乱泥流の破は確認さ才1な

J ＡＭＳＴＥＣ Ｊ.０ｅ●p SI● Res..  16<1!圉l

かったが､PC･1 及びPC･4 には頻繁に砂ｌ が現れている．

厚さ3 ～４ｃｍ程のその砂屈のうち、下方から 上方に向

かうにつわて粒が次第に小さくなる様子も観察された．

しかもこれらが麪序として相対応していないことから．

広域的な滅丿遂・齒過に起因するものではなく、過去に乱

泥流が局地的に練り返し允生したことを示唆している．

３． 「ドルフィンー３Ｋ」調査潜航“ＳＯＳ･2 Cruise･

3. 1　 調査概要

先の「かいねい」による海膿廸辱澗査結果をもとに、

シッサノ・ラグーン沖20 ～40k ・ 付近に見ら才1る．鹵底

地辷りにより起きたと思わねる新鮮な崩落誣1qi、或いは

断削迎動により起きたと思わねる断層1,ilのうち、墨も勾

配が急であり．新鮮な涓り而の鰓川している箇噺などを.

5冫



割り出し、平成11 年２月21 日 から261 引こかけて、探海

探査嘸「ドルフィンー３Ｋ亅及び 支綴母船「なつしま」に

よる梅底精密調査を行った。ここでは 主として、海底地

貿綢査､ 海底変動状況の確認､ 及び底質試料採取を行い、

今回の噺層運動あるいは海底地辷りが実際にどの場所で

起こったかな ど、海底変動の具体的な地点を特定するこ

とを目指した。

調査日捏（現地調査海域のみ）は、以 下の通りである。

平成１１年２月 １９日（金） マダ ン出 港・回航

２０日（土） 回航 一調査海嫉着・事前爾査

２１日（日） 「ドルフィン３Ｋ 」第 ３９８潜航

２２日（月） 『ドルフィン３Ｋ 』第 ３９９潜航

２３日（火） 「ドルフィン３Ｋ 」第 ３４０潜航

２４日（水） 「ドルフィン３Ｋ 」第４０１潜航

２５日（木） 「ドルフィン３Ｋ 」第４０２潜航

２６口（金） 「ド ルフィン３Ｋ亅 第４ ０ ３１ａ航

２７日（士） フリーフォール 一回航

２８日 （日） 回航

３月　 １日 （月） マダン着

３．２ 「ドルフィン３Ｋ」による目視観察結果

○第398 潜航

シッサノ・ラグーンの沖約20km のところの円形に縁

取られた北落ちの地辷り地形の調査．潜航コースは水深

1600 mから10叩 ｍまでの、北から南に向かって急崖を

登るコースとした．最初の着底点付近は柔らかい堆積物

lご鞭われ.深海生物やその生物の迢い痕が多く見られた．

しかし水深1530m 辺りの斜面上にやや崩れた痕らしいも

のが兇られた．更に斜面を登ったところ、東西方向に

延々と続く、輻２ｍ曜の大規橈な地割れが見られた．地

割れの淵は相当鋭く､割れた囘には水平な垉Ｍも見られ．

申に柔らかい堆積物がたまっていることから．相当親し

そうである．堕に登って行くと、水深 】500m辺りにも、

より大規模な地割れ僻が現れ．またそのすぐｋには．明

らかに1こから落ちて來た眤の塊が翻っていた．

○第399 潜航

シッサノ・ラグーンのi･II約30km のところにある火西

力’向に走る北落ちの断川性の急崖の調査．この急崖は 艮

さが40km 以 上もあると見られ．マ グニチュード ７級の

地震に相当する（但し、昨年の地震津波の際に 動いたか

否かは不1剄）．潜航 コースは北から鹵に向かい．水深は

2700m から2000m まで．最初の着底点は 眤に覆われ．勾

配は緩やかであ ったが、水深2650  m辺りに達すると、部

分的lご礫や泥の塊な どが頻 繁に現れ､ 水深2540m に達す

ると.小啀が忽斜而に沿って植んでいる様r･ が兇られた．

史に.F.力の水簾詞75m 辺りI､二は海底が人きく崩才lた痕や

深さ５ｍ以 Ｌ むある地割才1、ソ|コッ ク状になった岩屓の

露出があり （町真 口 ．こ のような噸 Ｍな変動痕は 水深

2390mj ｚ餃いた．、この辺りの斜laiの勾配は45 度である。

ill.し．令体的にＱ.て．海底に潮まった礫が薄く 泥を披９

ているなと､|りi削運動としては片Ｆ占そ うな印象がある．

写真１

写真２

万真３

○ 第４０{}潜航

シッサノ・ラグーンの北東沖約20k 回のとこ ろを調べ

た． 先の「かいｔlい｣ による地彫調介の結果．ここには

EI'{催2000m 程の環礁が約500m 弱程沈降した痕があるこ

とが棡明し，娘近の 人規模礎動痕を調べる目的 で刷査を

｢川始した．この沈んだｇ 礁の東北東約3km の，水深1000

m のところからこ利に接近．斜 而を卜.ｗ･する途中．自い

･.枚 只の死 貝やチ ーz一ブワー･ム酣が 見られ〔写真2 〕，lil

に環礁に接近すると 環礁のぷa!IIの緑に'11た.る 部分に ｌ
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校只がびっしりと詰まった生勧群集が見られた( 写真

３)｡貝頚のうち､黒色の立っているものはシンカイヒパ

リガイの生貝であり、白色の散乱しているものはシロウ

リガイ､若しくはハナシガイ科の二枚貝の死貝であった。

生きたチューブワームも２匹採取した。これらは明らか

に冷湧水性の化学合成生物群集である。その後、珊瑚嶝

疲の山の頂上を越えて反対劃の下り斜面に達したが､ 珊

瑚礁が鋭く割れていたり。陥没があるなど{写真４}、環

礁が沈んでいく過程で相当変形を受けたことが推定され

る。

○第401 潜航

節398 潜航の糾査地点の沖約10km のところにある来

北東一西南西方向に約5kJ・延びる海丘の南側の急崖のil

壼。頂上。麓の水深はそれぞれ釣1450m 、2240m. 愚初

の着底地点は、平坦で柔らかい堆禎物が碵もり、生物活

動が盛んであった｡ 水深2200m 辺りから。上から落ちて

きたと思われる岩が見られるようになり、更に斜面を登

ると､ 水深2160m 辺りから先に斜面に直交方向のうねり

が現れ､場所によってはそのうねりの窪んだところに小

石がたまっていた{写其５}､その窪みの一つを追って斜

面を登って行くと、水深2100m の辺りで途切れており、

そこでは鋭い緑取りのある崩落となっていた( 写真６)。

崩落の起こった時代は新しそうである。こ の地点から等

深線に沿って西に迴むと、海底が数十ｃｌｌ潛つた癡。斜

面崩嬢痕などが現れた。この辺りがこの斜面上で 最も勾

配の急な処に相当するので､ この海丘斜面の水深21 叨ｍ

から上､1800m 辺りまでの部分が一斉に崩落した可能性

がある。斜ij を横に進んで行った途中には。バクテリア

マットらしきものや、シロウリガイ の死貝群集が斜ｉ の

上から下に向かって列をなして いる様子や。チューブ

ワームも見られた。ところが、そ の篌順上を目指して登

ると､水深1600m から上は全く変動地形が見られなかっ

た。こ の海丘については。斜面の中馥だけが断屑或いは

崩落とかの震動が起こっていると見られる。

○第402 潜航

第398潜航で地辷り地形上で見られた地割れが果たし

て西力にどれ程続いているか．また．その濠さ方向の分

布はどのようであるのかを調べる目的で，潜航を行っ

た．まずは第398 潜航の地点から西方に向かって地割れ

を追った( 写真７)．この地割れは西北西･東南東方向を

向いており，割れたところか非常に鋭い淵になってい

て．中に土砂がたまっていることなど．形成された時代

は廠めて新しい．ところが．この地割れは延々と続くの

ではなく，100～200m ぐらい続くと消え，その消えた

写真６

卜 霞７

弱

写真４

JAMST6C  J. Deep Se6 Res..15 （19呻）



写真８

写爽９

写 良 １ ０

辺りからまた別の地割れが始まり，また100 ～2【】om ぐ

らいで哨えるという雁行配列をしている( 写真８)．これ

はこの辺り, 帯に侑く 剪断応力による．このような 地割

れは，断層性であるとも．また．洵底地辷り面の|: 部に

発牛する{,のとも考えられる..|ﾋ落ちの斜liiの内の端の

力にある綴幺丿配の斜11111にも幾つもの廸釧ね痕があ-J た

か．これらは．泥に埋も1'!ているなと，相町占そうであ

る( 写貞劉 ．その緩斜|踊のlj ヅ11たる急斜lnjの篋I二はI:

力で崩れで落ちで柬た.と思われる角礫があり{ 写貞jo} ，

さら|:'そのすく|:では崖の基盤が露出しでいて．しかも

孑･411が崩わている様r ヵ411.らわた.

叭

○第403 潜航

シッサノ・ラグーンの:ll方約30km のところの東西方

向に約j10km紋く断屑性の急alはところどころ途切れて

いて．第401 潜航で調査した海丘のところもその一つで

ある．そこで．この山の北東僵llの．水探2660m のところ

から南西方向仁向かって近付き.断痂の辿続性を確認す

るための潜航を行った．沌底はところどころにうねりが

あるものの，全体は厚く泥を肢っていて，東西方向に割

れた様子などの明らかな変動は見られない．小さい落差

や崩壊痕なども見られ.また水探2200m やl近で蒔く眤を

纃った基盤岩の露出もあったが.全体として時代は古そ

うである．「東西方向に延びる長さ40km の断層」という

仮讃は完全に棄却された．小さい落差や崩壊痕なども見

られ,また水深2200m 付近で蒔く眤を披つた必盤岩の露

山もあったが,全体として時代は占そうである.「東西力

向に延びる長さ40km の|斬層」と云う仮説は完全に棄却

された．

４．津波伝播シミュレーションによる推定

以 上の結果は．津波伝播シミュレーションによって 畩

かめられる必 要がある．そこで、ｆドルフィン３ＫＪ調査

航淘に於ては、乗船中に楊られる海底の状汲に関する新

情糾をもとに、また、｢かいれい､|により得らねた新しい

地形データを利用して．津波伝播シミュレーションを行

い、波源の特定化を行うことに努めた、

図９はそのｰ･ 例であり、2° 48S, 142° 14'Eの高まりの

図 ９　 本,涙杳 劼 果を むとg.:廴 た 沛.波i,;握 シ ミ オ,レ ーシ Ξjン の ・

伽 ，!･jllで．詞 ’j9所|.:ｈ さ151nl. 匁IIlam. 沿 り!IUnl. 佃

斜 角75‘ . 走 向70 ’の 撕 刎 を 阪遥 し ． 海; ’I;で の 最 人岐

肩 を 涓 め た
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南剛斜面に中心があるとした断層によって海岸で期待さ

れる最大波高分布を示す．ここで用いた断層パラメータ

は、畏さJ5kｓ、幡10km. 滑り鼠２ｍ．傾斜角75 °、走

向70°とした. 結果として、最大波高のパターンは観測

値と一致する．絶対値については一致してはいないが、

線型近似を行う場合は噺岡の変位胝を調整することに

よって観測値を再現することが可能である．但し、同じ

鳩所で同程度の海底地辷りが発生した場合でも海岸で同

様の最大波高が期待されることから、このシミュレー

ション結果は､必ずしも断層起源であることを結論付け

るものではない．重要な点は、シッサノ沖の最大波高の

ピークが淘底谷に対応していることであり、海底谷によ

る津波の増幅の効果が著しく大であり、そのＵ果．特定

地峨に集中して被客が生じたことである．このことは.

｢かいれい亅調査による新しい地形データを用いることに

より、初めて示された結采である．

５．まとめ

結論として､ マグニチュード７の本農による断層運動

がもとで津波が起った可能性は小さく．津波の原因は今

回見られた幾つかの小規模な断層、或いは海庇地辷り．

或いはそれらが複合して発生したことが原因であり．し

かもその場所は､ 今回調査を行った2' 501S,X42° 151Eを

中心とした半径約8㎞lの範囲内で起こった地殻変動が津

波の発生の唄因であることが明らかとなった(図10)．こ

れは、上記範囲内に非命に新しい地割れや地すべりの痕

などが見られたこと、この範囲内で地殻変動が起こった

と仮定してill波伝擶のシミュレーションを行った結果、

陸上で計算.k最大波高が現れる位置と実際に陸上で最大

波商が現れた位・ がほぼ一致したことから推定される結

諭である．

(原稿受理:1 竚9年８月17 日)

図10 「ドルフィン３Ｋ」調査航跡及び簡底で碚認された諸現匁．図の円内で宛生した眩燿変動が津波の発１.の原因であることがlllら

かとなった

JAMSTEC  J. Deep Ｓ覃ａ Ｒｏs..15U999 ）
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